
上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-1 生涯学習 担当課

施策の
展開方向

① 生涯学習機会の充実 社会教育課

●社会教育委員会議を核として、生涯学習機会の充実を目指して生涯学習体制の構築に努めます。
●各地区や団体の多彩な生涯学習活動の充実に努めます。
●文化創造の推進にあたり、文化活動の場を確保するとともに、子どもや現役世代も参加しやすい仕組みの構築に努めま
す。
●町民の教養を深めるとともに、健康増進等を図るため、文化教室の魅力向上や受講促進に努めます。また、作品等を披露
する場として文化協会等と連携しながらペガサスホールを活用していきます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

生涯学習事業への参加者数（年
間）【人】

-
231 233 379 280

対前年増減→ +2 +146 +104

483

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 行政・地域・家庭・学校・民間との連携体制の構築 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　社会教育委員会議（年3回）を核として、生涯学習機会の充実を目指し
て生涯学習体制の構築に努めます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度の取組として、「高齢者・婦人学級」は年10回の講座を実施
しました。第1回目の2学級合同の開講式では、上牧町消費生活相談員によ
る特殊詐欺に遭わないための講演を行い、その後、体操教室や教材実習
（フラワーアレンジメントなど）、社会見学などの様々な講座を実施しま
した。
　「歴史を学ぶ講座」は『片岡城ゆかりの人々・遺跡』をテーマに、町内
在住の元放送作家と役場職員である文化財専門員の2人の講師による講演
を年9回行いました。
　「歴史ガイドボランティア養成講座」は、9月に上牧歴史ガイドボラン
ティアの会を発足しました。令和4年度に引き続き、奈良県ウォーキング
協会からの依頼で片岡城跡のガイドを行い、研修会も実施しました。
　また、ペガサスフェスタやさくら祭りで町内の文化財をPRするなど、啓
発活動にも努めました。
　「家庭教育親子講座」は、ミニ銅鐸作りや苔テラリウム講座を行い、親
子で学ぶ楽しさを学んでいただき、また、さくら祭りでは令和4年度に引
き続き『春の彩りコンサート』を実施しました。
　「家庭教育講座」は保護者などを対象に、子どもの心の成長との関わり
や男女共同参画をテーマに、年3回講演会を実施しました。

【事業費（決算額：R05）】
・生涯学習推進事業：1,262千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、社会教育委員会議（年3回）を
核として、生涯学習機会の充実を目指して生涯学習
体制の構築に努めます。
　社会教育委員には各講座に参画してもらい、行政
との連携を継続していく方針です。
　また、各講座とも、アンケート調査の結果を踏ま
えて、ニーズに合った内容の講座を検討して実施し
ます。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組② 持続可能な生涯学習体制の構築 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　社会教育委員会議（年3回）を核として、生涯学習機会の充実を目指し
て生涯学習体制の構築に努めます。

【実施内容・成果（R05）】
　持続可能なものとしていくためには、講師陣の人材確保も必要であるた
め、令和5年度も引き続き、他市町村のホームページなどを活用するな
ど、課が一丸となって取り組み、多角的・能動的なアプローチにより、充
実した人材確保に繋げることができました。

【事業費（R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、講師の人材確保に努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-1 生涯学習 担当課

施策の
展開方向

① 生涯学習機会の充実 文化振興課

●社会教育委員会議を核として、生涯学習機会の充実を目指して生涯学習体制の構築に努めます。
●各地区や団体の多彩な生涯学習活動の充実に努めます。
●文化創造の推進にあたり、文化活動の場を確保するとともに、子どもや現役世代も参加しやすい仕組みの構築に努めま
す。
●町民の教養を深めるとともに、健康増進等を図るため、文化教室の魅力向上や受講促進に努めます。また、作品等を披露
する場として文化協会等と連携しながらペガサスホールを活用していきます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

文化教室全受講者数（年間）
【人】

-
123 149 166 180

対前年増減→ +26 +17 +3

169

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 町民の自己表現の場の提供 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　多種多様な自己表現の場、作品の展示場所を提供できるように文化教室
の講師、文化協会と連携しながら、文化祭での発表、展示を行います。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、文化教室の魅力を発信できるよう重点を置いて、作品の
展示、会場内のレイアウト配置を行いました。
　また、講師の意見をもとに、作品の多種多様な表現ができるように間接
照明を設置、各教室が独自の色布を持参し、作品の個性を引き出す展示を
行い、作品を見ていただきました。

【事業費（決算額：R05）】
・文化祭事業：1,484千円

A

【今後の取組方針】
　多くのかたに各教室の作品を見ていただくととも
に文化教室の周知も行い、関係団体と連携しながら
情報発信に取り組んでいきます。

取組② 文化教室の魅力向上及び受講促進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　受講生の高齢化が進んでおり、受講生が取り組みやすく健康的で、集い
語りあえる場を創出することが求められています。

【実施内容・成果（R05）】
　文化教室では、新たに「己書」を開講する取組を行いました。
　また、受講促進を促すため、各教室ごとの受講内容をわかりやすく紹介
するように文化教室案内のチラシに紹介文の欄を追加し、受講促進を促し
ました。

【事業費（決算額：R05）】
・文化教室事業:961千円

B

【課題】
　新たに文化教室の「己書」を開講しましたが、関
係団体や受講生から、ほかにも新規の教室を開講し
てほしいとの要望や現在は、教室の受講後3年間
は、受講した教室には参加できないため、短縮や撤
廃の意見もあり、近隣の市・町の教室を参考にして
検討していく必要があります。

【今後の取組方針】
　関係団体や受講生の要望を踏まえながら、文化教
室の魅力向上や受講促進につながる新規の教室の開
講や、教室の運用方法など近隣の市・町の教室を参
考にしながら、より良い教室作りに取り組んでいき
ます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-1 生涯学習 担当課

施策の
展開方向

② 青少年の健全育成 社会教育課

●地域で子どもを育てる活動を推進するとともに、青少年に様々な活動や学習の機会を提供し、あわせて指導者の養成に努
めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

ジュニアリーダー研修新規登録
者数（年間）【人】

○
- 16 7 10

対前年増減→ +16 -9 +4

11

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 青少年の生涯学習機会の確保と次世代の育成 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　青少年の健全な育成を目的に実施します。元々は、地域の子ども会で高
学年の児童にグループを指導する力を身につけてほしいというリーダー養
成を目的に、約30年前に始まりました。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、野外活動2回（生駒山麓公園でカヤック体験など、亀の瀬
地すべり資料館見学、明神山ハイキング）と宿泊研修、工作などの研修7
回を実施しました。
　また、令和4年度に引き続き救急講習を行い、事故などが起きた際に役
立つ研修も実施しました。豊かな自然の中での活動や地すべり資料館見学
の際にガイドの説明に熱心に耳を傾けるなど、様々な経験を通して充実し
た時間を過ごすことができました。

【事業費（決算額：R05）】
・ジュニアリーダー研修事業：412千円

B

【課題】
　小学校5年生を対象に新規募集を行いますが、小
学校卒業と同時に辞めてしまう子どもが多数いま
す。子ども会が縮小された現在、地域のリーダーの
養成という観点からは、工夫をして参加者を確保し
ていくことが必要であると考えます。

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、野外活動や宿泊研修などを継続
的に実施していく予定です。
　また、参加者募集時の案内チラシの内容をブラッ
シュアップするなど、参加者の確保に努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-1 生涯学習 担当課

施策の
展開方向

③ 多世代交流機会の創出 社会教育課

●優れた能力・技術、豊富な知識・経験を有する高齢者と子どもや若者が交流する機会を創出することで、高齢者が技能を
発揮する場を提供するとともに、子どもや若者の学びに対する関心や興味、好奇心の喚起を図ります。
●学校との連携を図り、子どもたちの教育について、主体となる学校教育に加え、地域全体で支援する体制づくりを進めま
す。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

「まきっ子塾」学習アドバイ
ザー登録者数（年間）【人】

-
61 58 68 60

対前年増減→ -3 +10 +9

77

学校支援ボランティア登録者数
（年間）【人】

○
238 217 254 250

対前年増減→ -21 +37 -11

243

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 多世代交流による学習機会の創出 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　学習習慣や生活習慣を身につけるとても大切な時期でもある小学1年生
から3年生を対象に、家庭学習の定着や保護者の負担軽減を目的としてい
ます。水曜日の放課後1時間程度、在籍学校の特別教室などを利用して、
学習アドバイザーが宿題や自習活動の支援を行っています。

【実施内容・成果（R05）】
　（令和5年度参加児童：151名（3校合計）実施回数：23回（3校平
均））
　退職された教員などを学習アドバイザーに任用することで、高齢者の生
きがいづくり、地域づくりの場となっています。令和5年度は学習アドバ
イザーを希望した学生が29名と令和4年度から10名以上増えました。
　教員を目指す学生にとっては、退職した教員などと交流することによ
り、学習指導でのノウハウや児童への対応、将来についての相談など貴重
な機会もでき、多世代交流が図られていると考えます。
 （大学生の主な在籍大学名：畿央大学･帝塚山大学･奈良県立大学･奈良教
育大学）

【事業費（決算額：R05）】
・学校支援向上事業：5,030千円

A

【今後の取組方針】
　学習アドバイザーがまきっ子塾以外の事業（社会
教育委員をはじめとする各委員会委員・フリース
クール・歴史ガイドボランティアなど）へも積極的
に参画していただいており、多世代と交流しなが
ら、活躍する場と機会を創出する体制を引き続き構
築していきます。

取組② 学校支援事業の運営 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　学校・幼稚園と連携を図り子どもたちの教育について主体となる学校教
育に加え、地域全体で支援する体制づくりを進めるために学校支援のボラ
ンティア活動を行う「学校・地域パートナーシップ事業」を推進していき
ます。

【実施内容・成果（R05）】
　主な活動として図書支援・環境支援などを行い、小学校では登下校見守
り支援も実施しました。新型コロナウイルス感染症による制限が緩和され
たことで、コロナ禍のように制限されることなく活動することができまし
た。地域のかたによる学校支援の取り組みにより、教職員の負担軽減につ
ながり学校教育の充実を図ることができたと考えます。
　また、ボランティア募集のチラシを工夫するなど、人材確保にも努めま
した。

【事業費（決算額：R05）】
・学校・地域パートナーシップ事業：1,181千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、地域の教育力の向上と地域ぐる
みで学校教育の充実と活性化を図ることを目的に、
学校支援ボランティアによる支援活動を継続してい
きます。
　また、ボランティアの人材確保にも努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 「おはなし会」の実施 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　地域と図書館が連携し、子どもが気軽に本に親しみ、本に出会う機会を
提供していきます。
　
【実施内容・成果（R05）】
　令和4年度まではコロナ感染拡大防止のため、回数規模を縮小して実施
していましたが、令和5年度はボランティアグループ「ピーターパン」の
協力のもと「夏のお楽しみ会」「クリスマス会」というイベントも含め、
28回開催することができました。参加人数も少しずつ増え、毎回楽しみに
参加している子どもたちもいます。
　この取組を通して、子どもに本の楽しさを伝えるとともに、地域と図書
館をつなぐきっかけづくりができたと考えます。
　
【事業費（決算額：R05）】
・「ピーターパン」おはなし会等開催事業：27千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、ボランティアグループ「ピー
ターパン」の協力のもと、おはなし会を実施してい
きます。
　また、開催チラシの配布やSNSを活用した周知活
動を行い、子どもが本と出会う機会を提供していき
たいと考えています。

取組① 学校と連携した読書活動の推進 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　学校と図書館が連携し、子どもが自由に本を選び、読書を楽しめる機会
を創出していきます。

【実施内容・成果（R05）】
  図書の団体貸出、図書館訪問の受け入れ、学童保育所でのブックトーク
（1つのテーマにそって数冊の本を紹介）を実施しました。
　図書の団体貸出については、学校から要望があった本を小学校3校・中
学校1校へと貸出しました。
　また、令和4年度の学校への団体貸出実績を反映したおすすめ本のリス
トを作成し、各校へ配布しました。令和4年度に比べ、団体貸出冊数は61
冊増加しています。
　図書館訪問の受け入れについては、見学以外に絵本の読み聞かせやブッ
クトークも実施しました。
　これらの取組を通して、子どもと本・子どもと図書館をつなぐきっかけ
づくりができたと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、学校と連携した読書活動の取組
を推進していきます。
　小中学校との連携を続けていくとともに、団体貸
出のさらなる周知も行っていきたいと考えていま
す。
　また、教科書に沿ったおすすめ本リストを新たに
作成していきたいと考えています。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

5

対前年増減→ +1 +1 +1

4図書の団体貸出を行う学校数
（年間）【校】

○
1 2 3

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

分野 5-1 生涯学習 担当課

施策の
展開方向

④ 子どもの読書活動の推進 文化振興課

●すべての子どもが自主的に読書活動できるよう、本の楽しさを知る機会と本との出会いの場を提供します。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ 読書環境の整備 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　読書環境の整備を行い、子どもが利用しやすい図書館づくりを進めてい
きます。

【実施内容・成果（R05）】
　児童書の充実や子どもたちが手に取りたくなるような本のテーマ展示を
定期的に行いました。
　また、展示本コーナーをSNSに掲載し、情報の発信を行いました。
　この取組により、子ども達に新たな本との出会いの機会を提供すること
ができたと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、読書環境の整備を行い、子ども
が利用しやすい図書館づくりを進めていきます。
　子どもが手に取ってみたくなるようなPOPの作成
や本の展示を行い、展示本コーナーのSNS掲載につ
いても取り組んでいきます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-2 生涯スポーツ 担当課

施策の
展開方向

① スポーツ施設の整備 社会教育課

●グラウンドやテニスコート、町民体育館等のスポーツ施設の適切な維持・改修に努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

スポーツ施設利用申込件数（年
間）【件】

-
4,062 3,375 3,450 4,300

対前年増減→ -687 +75 +801

4,251

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 計画的な維持・改修によるスポーツ施設の長寿命化 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　気軽にスポーツ・レクリエーションを楽しめるまちづくりを行っていく
ためにスポーツ施設の長寿命化を目指しています。

【実施内容・成果（R05）】
　上牧第一町民テニスコートの全面改修工事を実施しました。

【事業費（決算額：R05）】
・上牧第一町民テニスコート改修事業：54,934千円

B

【課題】
　体育施設（体育館・町民プールなど）の経年劣化
や老朽化に伴う改修の計画的な実施が課題となって
います。

【今後の取組方針】
　上牧町個別施設計画に基づき、施設の健全化を検
討しながら適正管理を行う必要があると考えていま
す。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組③ ニュースポーツの普及啓発活動の実施 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　町民の誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも、気軽にスポーツ・レ
クリエーションを楽しめるまちづくりを目指しています。

【実施内容・成果（R05）】
　令和4年度に引き続いて町主催のペガサスフェスタ2023において、
ニュースポーツブースを設けて、囲碁ゴルフ、輪投げ、BAGGOなどの
ニュースポーツを参加者のかたに体験していただきました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　新たにニュースポーツ用具を追加で購入し、啓発
活動を行っていきます。

取組② スポーツ団体と連携したスポーツ活動の基盤づくり 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　「スポーツ少年団」「総合型地域スポーツクラブ」などと連携し幅広い
年齢層の町民がスポーツを行うことができる機会を確保できるよう、取り
組みます。

【実施内容・成果（R05）】
　スポーツ協会主催事業のスポーツフェスティバル大会（町内スポーツク
ラブ登録団体及びスポーツ少年団）の協力のもと、スポーツクラブ及びス
ポーツ少年団の宣伝用ブースを設けて開催することができました。

【事業費（決算額：R05）】
・スポーツフェスティバル大会開催事業：165千円

B

【課題】
　少子化などの影響でスポーツ少年団員数が減少し
ているので、スポーツ少年団の周知や関心を高める
ことが課題となっています。

【今後の取組方針】
　広報の折込チラシに町内スポーツ少年団の紹介を
するほか、町内の各小学校にスポーツ少年団募集チ
ラシを配布します。

取組① 各種スポーツ大会やスポーツ活動などの事業の推進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　町民の誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも、気軽にスポーツ・レ
クリエーションを楽しめるまちづくりを目指しています。

【実施内容・成果（R05）】
　上牧町スポーツ協会主催事業については、町民体育祭（町主催）に代わ
るスポーツフェスティバル大会（スポーツ協会主催）他、すべて実施する
ことができました。
　スポーツ推進委員主催事業については、6月予定の子どもウォーキング
及び11月予定さわやかウォーキング（雨天中止）は実施することができま
した。
　体育事業のスポーツ教室については、ストレッチ体操を12回開催し参加
者は7人でした。町民プールについては、入場制限なしで開催しました。

【事業費（R05）】
・スポーツ協会主催事業：662千円
・町民プール運営管理委託事業：7,755千円

A

【今後の取組方針】
　令和5年度は町民体育祭に代わるスポーツ協会主
催事業でスポーツフェスティバル大会を開催し434
人のかたに参加していただきました。
　スポーツ推進委員主催事業については、子ども
ウォーキング・さわやかウォーキングを行います。
　体育事業のスポーツ教室（ストレッチ体操）につ
いては、募集時期を早めて開催します。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

50

対前年増減→ +10 -8 +4

6ニュースポーツ備品貸出件数
（年間）【件】

-
- 10 2

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

分野 5-2 生涯スポーツ 担当課

施策の
展開方向

② スポーツ活動の振興 社会教育課

●誰もが気軽に楽しめるニュースポーツの普及に努めます。
●2016年（平成28年）に設立された町民が主体となる「総合型地域スポーツクラブ」と連携し、幅広い年齢層の町民がス
ポーツを行うことができる機会を確保します。
●地域において、トップスポーツチームやトップアスリートと触れ合う機会を創出するなど、地域やスポーツの活性化に努
めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-3 人権教育 担当課

施策の
展開方向

① 人権教育の推進 社会教育課

●規範・人権意識の醸成に向け、学校・家庭・地域が一体となった道徳教育や福祉教育、人権教育を推進します。
●ヒューマンライツセミナーや指導者研修会等を開催し、人権学習の継続と発展を推進します。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

ヒューマンライツセミナー新規
受講者数（累計）【人】

○
- - 89 50

対前年増減→ ±0 +89 -16

73

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 学校・家庭・地域の連携による人権教育の推進 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
 ヒューマンライツセミナーを開催し、人権学習の継続と発展を推進しま
す。指導者研修会を実施し、各関係機関の代表者を中心に参加を呼びか
け、実践力を高める研修会を実施します。

【実施内容・成果（R05）】
①11月8日（水）
　ペガサスホールでヒューマンライツセミナーin上牧を開催しました。
内容　「困った子は困っている子～奈良少年刑務所　絵本と詩の教室～」
講師　寮美千子さん（作家・詩人）
　奈良少年刑務所で行ってきた「絵本と詩の授業」を通して少年たちと長
く向き合ってこられた、作家で詩人の寮美千子さんに講演していただきま
した。町人教、PTAと共催し、参加者を増やしました。寮さんは「困った
行動をする子の原因は、その行動以外にある。その原因を理解しようとす
ることが大切。」と話されました。参加者からは「隣に寄り添いその子の
持つ力を待つことが大事だと分かりました。」などの感想がありました。
　アンケート満足度：91％
　参加者：260人（令和3年度：141人、令和4年度：236人）

②2月29日（木）
　役場西館3階で「指導者研修会」を開催しました。
内容　「地域や家庭のあるあるから人権を考える～いきサポジェンダー
　　　　劇場～」
講師　いきサポ座のみなさん（6人）
　家庭教育講座（教育委員会）と共催して実施しました。
　1.朗読劇「ご近所あるある編」
　2.講談「血液型から考えるアンコンシャスバイアス」
　3.寸劇「男社会のあるある編」
　参加者の感想では、「自分自身に問いかける課題でした。」「今までの
思い込みを見直していきたい。子どもたちにも男女の見直しを話した
い。」「朗読劇あり、講談風あり、楽しく学べました。」などがありまし
た。　参加者：40人

【事業費（決算額：R05）】
　人権教育推進事業：1,125千円

A

【今後の取組方針】
　ヒューマンライツセミナー・指導者研修会などを
実施し、人権学習の継続と発展を推進します。
　ヒューマンライツセミナーin上牧は町PTA協議会
と共催します。

【令和6年度の計画】
①ヒューマンライツセミナーin上牧
日時　11月21日（木）14時
場所　ペガサスホール
演題「いのちの輝き～どこまでも自分らしく～」
講師　佐々木慈瞳さん（公認心理師）

②指導者研修会
日時　2月13日（木）
フィールドワークを予定
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組① 学校施設及び備品等の整備 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　子どもたちが安全かつ快適に学習できる環境を確保するため、適切な学
校施設及び備品などの整備を推進していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　適切な学校施設及び備品などの整備を推進するにあたり、令和5年度に
おいては、下記のとおり工事などを行いました。

（学校施設整備）
● 小中学校体育館空調整備工事
● 小中学校体育館公衆無線LAN整備工事
● 上牧小学校生活科室エアコン入替工事
● 上牧小学校給食室照明LED取替工事
● 上牧第三小学校屋外プール改修工事
● 上牧第三小学校特別教室等照明器具入替工事
● 上牧第二小学校東館外壁改修工事
● 上牧第二小学校南館外壁改修工事
● 上牧第二中学校浄化槽設備改修工事
● 上牧第二中学校外壁改修工事

（備品購入）
● その他各種備品（管理備品、教材備品、特別支援学級備品、保健備
品、給食備品、特別活動備品）

【事業費（決算額：R05）】
・小中学校体育館空調整備事業：227,569千円
・小中学校体育館公衆無線LAN整備事業：13,299千円
・小学校管理事業（工事請負費）：26,364千円
・中学校管理事業（工事請負費）：7,035千円
・各種備品購入事業：11,842千円

A

【今後の取組方針】
　施設の老朽化、備品の経年劣化が進行しています
が、財政的に学校からの要望すべてには対応できて
いない状況ですので、令和6年度も優先順位を踏ま
えつつ、計画的に整備していきます。

（学校施設整備）
● 上牧第三小学校図書室空調機設置工事
● 上牧第三小学校濾過ポンプ・バルブ・チャッキ
弁取替工事
● 上牧中学校6号棟普通教室空調機新設工事
● 上牧小学校給食室照明LED取替工事
● 上牧第三小学校屋外プール改修工事
● 上牧中学校南グラウンド改修工事
● 上牧中学校体育館床面塗装改修工事

（備品購入）
● その他各種備品（管理備品、教材備品、特別支
援学級備品、保健備品、給食備品、特別活動備品）

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

2

対前年増減→ -1 -1 ±0

-教員向け研修開催回数（年間）
【回】

○
2 1 -

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

分野 5-4 学校教育 担当課

施策の
展開方向

① 学習環境の充実 教育総務課

●安全安心で快適な学習環境を提供するため、計画的に設備・備品等を整備します。
●学校現場のニーズを勘案し、時代に対応したICT環境の充実を図るとともに、アナログとの融合を図り、デジタル化の推
進による弊害に対応した学習環境の確保に努めます。
●「上牧町学校適正化基本計画」に沿って、望ましい学校教育環境の整備に取り組みます。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ 学校適正化に向けた協議及び環境整備 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　令和4年3月に策定した「上牧町学校適正化基本計画」に基づき、中学校
統合を推進するため、「上牧町学校統合準備委員会」を設置するととも
に、新たな中学校舎の整備に向け、基本設計業務・実施設計業務などを
行っていきます。

【実施内容・成果（R05）】
　「上牧町統合準備委員会」において、4つの部会（総務部会、学校教育
部会、通学部会、PTA部会）を設け、統合に係る諸課題への対応について
検討を行いました。
　また、統合後の新たな中学校舎の整備に当たり、令和4年度に引き続き
基本設計業務を行うとともに、令和5年10月から基本設計業務と連続する
かたちで実施設計業務を行い、工事施工に係る積算業務を予定どおり完了
することができました。あわせて、実施設計業務と並行して地質調査業務
も実施しました。

【事業費（決算額：R05）】
・学校適正化事業：138,766千円

A

【今後の取組方針】
　「上牧町学校適正化基本計画」に基づき、中学校
の統合を円滑に推進できるよう、今後も引き続き、
「上牧町学校統合準備委員会」において、統合に係
る検討を行います。また、令和6年度においては、
実施設計業務を引き続き実施するとともに、並行し
て校舎棟工事に係る予算化、業者選定、工事施工に
着手します。

取組② ICTを活用した教育支援 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　児童生徒の学習意欲の向上や学力の育成を図るため、情報化の進展、社
会環境の変化に対応したICT環境の整備などを推進していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度においては、下記のとおりICT環境の整備を行いました。

（ICT環境整備）
● タブレットなど各種ICT機器の確保
● 貸出用モバイルルーターの確保

（ICT機器の運用面での支援）
● 県域GIGAスクール運営支援センターの整備（協議会参加）

【事業費（決算額：R05）】
・ICT事業：6,408千円

B

【課題】
　運用面（ICT機器を活用した授業展開など）にお
いては、ICT支援員の配置を令和4年度で終了し、
GIGAスクール運営支援センターの支援に移行してい
く方針で進めていますが、十分な活用に至っておら
ず、ICT機器を活用した授業づくりの継続とICTに関
する知識やスキルを身につけられる機会の確保が課
題となっています。
　また、統合型校務支援システムの導入を予定して
いましたが、ネットワークの整備要件の変更や令和
7年度に予定されているシステム更新を踏まえ、効
率的に整備を進められるよう、令和7年度の導入に
向けた計画の見直しを行うこととしました。
　その他、児童生徒一人一台端末（Chromebook）に
ついて、令和7年度以降に順次更新時期を迎えます
が、更新コストが大きいため、財源の確保などが課
題になっています。

【今後の取組方針】
　令和6年度も引き続き、ICT環境の整備（維持管
理）に努めるとともに、ICT支援員による支援の代
替として、GIGAスクール運営支援センターの活用へ
移行していけるよう引き続き働きかけていきます。
　また、ICTに関する知識やスキルを身につけられ
る機会の確保を図るため、ICTの研修の実施に向け
た調整を行います。
　その他、教職員の業務負担の軽減や児童生徒一人
ひとりへの個別最適化した学びの提供を実現するた
め、奈良県が県域で取組を進めている「統合型校務
支援システム」の導入を目指し、県の動向を注視し
ながら、可能な限り早期に対応できるよう、協議会
（部会）への参加を通じて情報収集に努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 学習支援教室（まきっ子塾）の開催 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　学習習慣や生活習慣を身につけるとても大切な時期でもある小学1年生
から3年生を対象に、家庭学習の定着や保護者の負担軽減を目的としてい
ます。水曜日の放課後1時間程度、在籍学校の特別教室などを利用して、
学習アドバイザーが宿題や自習活動の支援を行っています。

【実施内容・成果（R05）】
　　令和5年度　参加児童・・・三校合計151名
　　　　　　　　　　　　　 （内訳）上牧小学校　　　51人
　　　　　　　　　　　　　　　　　 上牧第二小学校　41人
　　　　　　　　　　　　　　　　　 上牧第三小学校　59人
　
　　　　　　 　実施回数・・・上牧小学校　　　24回
　　　　　　　　　　　　　 　上牧第二小学校　24回
　　　　　　　　　　　　　 　上牧第三小学校　20回
　保護者と児童に対してアンケート調査を実施し、151人中89人から回答
がありました。おおむね高評価をいただきました。
　保護者からは「宿題をするように言わなくて済むようになった」「家で
もゆっくりすごせる時間が増えた」という意見がたくさんありました。家
庭学習の定着を目的とした本事業の内容が、各家庭へ浸透しているものと
評価できると思います。
　また、家庭の負担軽減にも効果があったのではないかと感じています。
　さらに、一部の保護者の意見として、「友達と宿題をすることが楽し
い」、「プリントが楽しく、勉強が楽しいと感じるようになったよう」、
「丁寧に指導してくださっているので子どものやる気につながっている」
などの声をいただきました。児童が楽しみながら学習することで、学習へ
の意欲を高められたと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・学校支援向上事業：5,030千円

A

【今後の取組方針】
　「まきっ子塾」は児童3,4人にアドバイザー1人を
基本に考えていますが、適切に配置することにより
児童一人一人に寄り添った指導が十分に機能すると
考えます。
　今後も引き続き学習アドバイザーと各小学校・担
任の教員とも連携を図り「まきっ子塾」を運営して
いきたいと考えます。

取組① 様々な専門講座の開催 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　青少年の健全な育成を目的に、子ども体験学習事業として、青少年に
様々な活動や体験学習を実施しました。

【実施内容・成果（R05）】
　実施内容については、理科の実験・工作教室（3回）、木工教室（1
回）、茶道教室（1回）、プログラミング教室（1回）を実施しました。
　ペガサスフェスタやさくら祭りで講座を実施することにより、多くの子
どもたちや保護者に積極的に参加いただけることができました。また、新
規の講座としてプログラミング教室を実施し、講師陣の確保に努めるとと
もに、多様な講座に参加する機会をつくることができたと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・学校・地域パートナーシップ事業：147千円

A

【今後の取組方針】
　理科好きの子どもの育成を目的として引き続き理
科の実験・工作教室を主として実施していきます。
　また、普段、学校の授業では体験できないような
個々の能力を伸ばす専門的な体験講座の開催が求め
られているため、アンケート結果などを踏まえ、積
極的な講師陣の確保に努めていきたいと考えます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

80.0

対前年増減→ ±0 +70.8 ±0

70.8「まきっ子塾」参加児童満足度
【％】

○
- - 70.8

6

対前年増減→ -3 +3 ±0

6
専門講座開催回数【回】 ○

6 3 6

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

分野 5-4 学校教育 担当課

施策の
展開方向

② 子どもへの学習支援 社会教育課

●すべての児童生徒の学習意欲の向上や家庭における学習習慣の体得を図るため、学習支援の機会の確保と充実に努めま
す。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-4 学校教育 担当課

施策の
展開方向

③ 安心して学べる教育環境の充実 教育総務課

●障がいに応じた特別の指導を行う必要がある児童生徒に対する特別な学習機会の提供に努めます。
●不登校の児童生徒への支援や就学指導支援体制の充実を図るとともに、児童生徒の様々な悩み（学力・人間関係・いじめ
等）に対する相談体制の強化に努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

通級指導教員数【人】 ○
4 5 6 5

対前年増減→ +1 +1 ±0

6

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 通級指導教室（ペガサス教室）の充実 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　平成25年9月に開設した通級指導教室「ペガサス教室」において、個々
の教育ニーズに合った指導を行っていきます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、上牧町と河合町で運営を行い、コミュニケーションや学
習につまずきを感じている児童生徒（小学生49名（上牧町38名・河合町11
名）、中学生21名（上牧町のみ）に対し、指導員が寄り添いながら必要な
支援の提供を行いました。
　また、就学前の幼児への支援から切れ目なく特別な教育課程による指導
を中学校に至るまで展開しているほか、ニーズに応じて指導員が対象児童
生徒の在籍校まで赴いて指導を行う訪問型の通級指導についても継続して
行いました。
　「ペガサス教室」の運営に当たっては、指導方法の創意工夫や他の教職
員に対する指導助言などが奏功し、コミュニケーションや学習に課題を抱
える児童生徒の成長が見られました。
　また、教育相談に丁寧に対応することで、保護者の不安の解消・緩和に
もつながったのではないかと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・通級指導教室（ペガサス教室）運営事業：814千円

A

【今後の取組方針】
　今後も継続していきますが、指導時間や回数など
の要望がありますので、ニーズに合った指導ができ
るように検討していくとともに、通級指導担当以外
の教職員の通級指導教室に対する理解を深めていく
ことや小中学校の連携などに取り組んでいきます。

取組② 教育相談体制の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　児童生徒の健やかな心身の育成に資するよう、様々な悩みに対する相談
体制の強化に努めていきます。

【実施内容・成果（R05）】
　人間関係や不登校などの悩みを抱える児童生徒や保護者への支援とし
て、県の事業により配置されたスクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーを活用し、教育相談体制を構築しました。
　また、町の相談窓口も設け、教育総務課で保護者からの電話相談と来所
相談を受け付けているほか、中学校においては、心の教室相談員を配置
し、よりきめ細かなケアができるよう努めました。加えて、令和4年度か
らは不登校児童生徒への支援としてフリースクール事業を行っています
が、居場所づくりや社会的自立を支援するなかで、保護者や児童生徒と面
談を行いながら、不登校児童生徒へのよりよいサポートの提供に努めまし
た。
　社会全体の環境の変化により、悩みや困りごとを抱える児童生徒や保護
者は増加傾向にあり、相談内容も多様になっていますが、上記の取組、体
制構築を通じて、学校生活や日常における様々な悩みや困りごとの解消・
緩和に役立っていると考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・心の教室相談員事業：315千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度も引き続き、スクールカウンセラーや
スクールソーシャルワーカーの活用、心の教室相談
員の配置、フリースクールの運営を通じて教育相談
体制の充実に努めます。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ 行政・地域・家庭・学校との連携の構築 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　不登校児童生徒への支援や学校安全の強化を図るため、行政・地域・家
庭・学校との連携の構築を推進していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　不登校児童生徒への支援として、令和4年9月に開設したフリースクール
「Smile Farm かんまき」を継続して運営しました。町内NPO法人との官
民連携による運営を通じて、居場所や社会との関わりを持てる場所を提供
することで、不登校児童生徒を孤立から守るとともに、学習支援や地域と
の交流、様々な体験を通じて、学校復帰や社会的自立につなげられるよう
支援に努めました。
　また、事業実施に当たっては、必要な支援を提供するため、フリース
クールのスタッフと定期的な意見交換会の実施や学校、家庭と連携を取り
ながら、児童生徒の受入を行っているほか、令和5年度は上牧第二小学校
での職員研修でフリースクールをテーマに講演を行い、不登校児童生徒に
対する居場所づくりの取組状況や支援の方針について教職員と共有するな
ど、学校との連携もできつつあります。

【事業費（決算額：R05）】
・フリースクール事業：6,087千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、不登校児童生徒への支援とし
て、フリースクール「Smile Farm かんまき」を運
営していきます。運営に当たっては、試行錯誤のな
かで対応しているため、様々な課題がありますが、
支援を必要としている児童生徒に支援を届けるた
め、行政・地域・家庭・学校との連携体制の構築に
努めます。
　また、令和4年度にSPS認証校となった上牧第二小
学校と上牧第二中学校においては、さらなる学校安
全の強化に努めていくとともに、他の小中学校・幼
稚園・フリースクールへの横展開も図っていきたい
と考えています。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-4 学校教育 担当課

施策の
展開方向

④ ふるさと教育の充実 教育総務課

●奈良県や上牧町の現状に向き合い、ふるさとの魅力や普遍的な価値に気づき、ふるさとに対する愛着や誇りを育むことを
目的に、職場体験を通じて県や地域、町民、学校が連携したふるさと教育を行い、上牧町の将来を担う人材育成に努めま
す。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

県内企業や地域との交流活動回
数（年間）【回】

○
2 2 2 3

対前年増減→ ±0 ±0 ±0

2

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① キャリア教育及び職業教育の実施 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　上牧町に対する愛着や誇りを育むとともに、働くことの意義や目的の理
解、働く意欲や態度を学ぶことを目的に、毎年中学2年生を対象に職業体
験を実施していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度においては、下記のとおり職業体験などを行いました。
（上牧中学校）
　奈良県の伝統工芸品である「奈良墨」の製造・販売を行っている「錦光
園」（奈良市）の職人のかたを講師として招き、職業体験を実施しまし
た。（生徒112人参加）
　今回は、仕事内容や経験談などに関する講話と「にぎり墨」づくり体験
が行われましたが、講話や体験などへの参加を通じて、就労に関する理解
と意欲の向上につなげることができたと考えます。

（上牧第二中学校）
　町内事業者（MEGAドン・キホーテラスパ西大和店、ディオ上牧店、
ファッションセンターしまむら上牧店、西大和片岡台郵便局、柿の葉寿司
本舗たなか西和店、株式会社上杉食品、美容院サロンドポプリ、上牧幼稚
園、片岡台幼稚園、やまびこ保育園、社会福祉法人郁慈会、上牧町立図書
館）の協力を得て、職場体験を実施しました。（生徒42人参加）受入先で
は、保育補助や会議補助、清掃活動、商品管理、接客などの体験を通じ
て、喜びや達成感を感じるとともに、働くことの大切さ、責任感を学ぶこ
とができるなど、参加した生徒の職業観の形成に役立ったと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・職業体験事業：11千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、職業体験や職場体験を実施しま
すが、特に職場体験は、受入事業者の負担が大きく
なっていると思われますので、受入先の負担を最小
限にとどめられるよう努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-4 学校教育 担当課

施策の
展開方向

⑤ グローバル人材の育成 教育総務課

●豊かな語学力・コミュニケーション能力、主体性・積極性、異文化理解を身につけたグローバル人材の育成に努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

国際交流事業実施回数（累計）
【回】

○
- - - 5

対前年増減→ ±0 ±0 +1

1

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 国際交流事業（世界に伍して活躍するグローバル人材の上牧町育成事業） 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　学校教育事業の一環として、中学生の外国語に対する興味・関心をさら
に深め、他国の中学生との交流を通じて異文化に触れることにより、相互
理解の推進、国際感覚豊かな人材の育成を目的として、国際交流事業を推
進していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　新型コロナウイルスの感染法上の位置づけが2類相当から5類に移行した
ことに伴い、令和5年12月に台湾・桃園市立桃園國民中學の生徒28名が上
牧町を来訪する受入（ホームステイ）事業を実施し、上牧町立中学校の生
徒と交流を行いました。
　事業の実施・台湾の生徒との交流を通じて、生徒の外国語や異文化に対
する関心・理解度を高めるとともに、学校間の友好関係の強化を図ること
ができたと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・国際交流事業：579千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度は、上牧町から中学生を台湾に派遣
し、現地で交流を実施します。

取組② 国際交流授業の実施 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　新型コロナウイルス感染症の流行を契機に、他国の中学生との交流機会
を確保するため、リモート交流授業を実施していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度においては、上牧町立中学校の生徒と台湾・桃園市立桃園國
民中學の生徒が、グループ形式でお互いの国に関するテーマを設定し、英
語でリモートによる授業交流を行う予定でしたが、相手方の諸事情により
急遽中止したため、国際交流事業における交流授業の実施をもって代えま
した。

【事業費（決算額：R05）】
・国際交流事業：476千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度も引き続き、リモート交流授業を実施
する予定ですが、令和4年度のリモート交流授業で
は相手の表情や理解度など、画面から読み取り難い
部分があったため、スムーズにリモート交流授業が
できるよう改善に努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 5-5 就学前教育 担当課

施策の
展開方向

① 幼児教育の充実 教育総務課

●近年の少子化とニーズの多様化に対応するため、幼児教育の環境の充実を図るとともに、地域や小学校との連携を進める
など、上牧らしい教育環境整備を推進します。
●家庭や地域と幼稚園が一体となって幼児の成長を温かく見守れる教育環境の構築に努めます。
●幼児の心身の発達段階を考慮しつつ、のびのびとした環境の中で、幼児の個性や主体性、協調性、社会性の育成に努めま
す。
●障がい児等の受入体制の強化など、幼稚園教育の一層の充実に努めます。
●教育環境を充実させるため、施設等の改修や教材の充実に努めます。
●教諭と幼児の信頼関係を築き、幼児とともによりよい教育環境を創造するように努めます。
●多様化する教育内容に対応できるよう、研修や視察活動などを積極的に取り入れ、教育者の資質の維持・向上を図りま
す。
●就学前の児童に対して、教育、保育等を総合的に推進するため、幼稚園と保育所機能の一体化に向けた取組を検討しま
す。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

幼稚園児と小学校児童との交流
回数（年間）【回】

○
- - 1 3

対前年増減→ ±0 +1 ±0

1

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 就学前の学習環境の充実 総合戦略 基本目標.1

A

【取組の概要（背景・目的等）】
　生きる力の基礎となる豊かな感性・意欲・態度を養うとともに、幼児の
長所や可能性を伸ばすことを目的に、就学前教育を推進していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度においては、下記の取組を通じて就学前教育の充実を図りま
した。
●英語教育の充実
　園児の段階から英語教育や情操教育を推進するため、外国人講師を招
き、英語指導をしていただきました。多くの園児が歌やダンスなど、遊び
を通じて英語を自然と身につけることができていました。

●体育教育の充実
　園児の基礎体力の向上を図るため、民間のスポーツ指導講師に授業を担
当していただきました。運動が苦手な子どもでもわかりやすい指導で、苦
手克服につながり、子どもたちの自信につながっているように思われま
す。
　また、休み時間に体育教室で習った縄跳びや鉄棒などに自分から取り組
む姿も見られ、以前より体を動かすことや運動に意欲的な園児が増えてき
ました。

●特別支援教育の充実
　支援を必要とする園児に対し、個々のニーズに合った指導をするため、
特別支援スタッフを配置し、園児の個性や主体性、協調性、社会性の育成
に努めました。園内で指導方針を共有することで、子どもたちが自分でで
きることは見守り、困ったときにはすぐに手を差し伸べるなど、それぞれ
の子どもたちに寄り添った支援ができていると考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・就学前教育事業（英語・体育）：642千円

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、就学前の学習環境の充実を図る
ため、令和6年度は幼小接続研修を実施するととも
に、毎年度実施している保護者へのアンケート（幼
稚園運営に関するアンケート）結果を踏まえ、ニー
ズなどに応えられるよう、新たな取組や改善につい
て検討していきます。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組② 未就学児と地域・小学校の連携事業の推進 総合戦略 -

A

【取組の概要（背景・目的等）】
　園児（年長児）の小学校生活へのスムーズな移行を支援するため、町内
小学校3校と連携を図っていきます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、幼稚園教諭が小学校3校を訪問し、校内の様子や校長先
生、1年生の担任教員からのメッセージなど、撮影したものを編集し、動
画にして園児に見てもらったほか、入学説明会の際には、学校体験(半日
入学体験)の機会を設けました。
　また、お別れ遠足では学校巡りを行うなど、様々な取組の実施を通じて
幼・小連携の充実を図ることができたのではないかと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

【今後の取組方針】
　令和6年度も引き続き、未就学児と地域・小学校
との連携事業を実施するとともに、幼稚園・小学校
教員を対象とした幼小接続研修を実施します。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組① 認定こども園の設置（幼保一元化）に係る検討 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　就学前の児童に対して、教育、保育などを総合的に推進するため、幼稚
園と保育所機能の一体化に向けた取組を検討します。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度においては、認定こども園の設置基準などを研究し、認定こ
ども園を設置している近隣市町村から情報収集を行い、設置にあたって必
要な事務などの調査を行いました。
　また、認定こども園の設立に向け、第1保育所と上牧幼稚園間におい
て、人事交流を実施しました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

B

【課題】
　第1保育所と上牧幼稚園の統合により認定こども
園を設置するにあたり、整備にかかる財源や設置場
所、時期などの検討を進める必要があると思われま
す。

【今後の取組方針】
　今後も学校適正化の動向を確認しながら、認定こ
ども園設立に向け、情報収集に努めます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

対前年増減→

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

分野 5-5 就学前教育 担当課

施策の
展開方向

① 幼児教育の充実 こども未来課

●近年の少子化とニーズの多様化に対応するため、幼児教育の環境の充実を図るとともに、地域や小学校との連携を進める
など、上牧らしい教育環境整備を推進します。
●家庭や地域と幼稚園が一体となって幼児の成長を温かく見守れる教育環境の構築に努めます。
●幼児の心身の発達段階を考慮しつつ、のびのびとした環境の中で、幼児の個性や主体性、協調性、社会性の育成に努めま
す。
●障がい児等の受入体制の強化など、幼稚園教育の一層の充実に努めます。
●教育環境を充実させるため、施設等の改修や教材の充実に努めます。
●教諭と幼児の信頼関係を築き、幼児とともによりよい教育環境を創造するように努めます。
●多様化する教育内容に対応できるよう、研修や視察活動などを積極的に取り入れ、教育者の資質の維持・向上を図りま
す。
●就学前の児童に対して、教育、保育等を総合的に推進するため、幼稚園と保育所機能の一体化に向けた取組を検討しま
す。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 歴史ガイドボランティアの養成 総合戦略 基本目標.3

【取組の概要（背景・目的等）】
　町民が歴史資産の価値や魅力を再認識し、郷土の誇りとして感じられる
ように、町民の共有財産として保全し、後世に受け継ぐとともに、魅力の
発信に取り組みます。

【実施内容・成果（R05）】
　歴史ガイドボランティア養成講座は計2回実施し、町内や近隣市町村の
歴史や文化財について学びました。8月には奈良県ウォーキング協会から
の依頼で片岡城跡のガイドを行いました。
　また、9月に上牧町歴史ガイドボランティアの会を発足し、計6回の研修
会を実施しました。
　さらにペガサスフェスタやさくら祭りでは、ペガサスホールのロビーに
おいて、史跡上牧久渡古墳群をはじめとする町内の文化財の解説や、史跡
上牧久渡古墳群から出土した画文帯環状乳神獣鏡のレプリカに触れるコー
ナー、片岡城跡のVR体験コーナーなどを設営し、啓発活動を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・生涯学習推進事業（備品購入費）：106千円

A

【今後の取組方針】
　外部からのガイド依頼があれば積極的に取り組
み、経験を積んでいきます。
　また、町内のガイドツアーの企画など、会が自主
的に運営できるよう活動を進めていきます。

取組① 史跡上牧久渡古墳群を中心とした文化財の保存及び整備の推進 総合戦略 基本目標.3

【取組の概要（背景・目的等）】
　平成27年10月7日に国指定された史跡上牧久渡古墳群の整備を推進して
いきます。

【実施内容・成果（R05）】
　史跡上牧久渡古墳群整備事業について、令和5年度は仮設道造設工事、
樹木伐採工事を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・史跡上牧久渡古墳群整備事業：62,238千円

B

【課題】
　実施設計をもとに、整備工事を着実に進めていく
必要があります。

【今後の取組方針】
　文化庁や県担当課に指導を受けながら、庁内関係
課と連携し整備事業を更に円滑に進めて行きます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

30

対前年増減→ -1 -1 -2

14歴史ガイドボランティアの養成
人数（目標年度終了時点）
【人】

○
18 17 16

100

対前年増減→ ±0 +10.0 +5.0

55.0史跡上牧久渡古墳群の整備
【％】

○
40.0 40.0 50.0

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

教育文化

令和5年度事業

分野 5-6 文化財 担当課

施策の
展開方向

① 歴史文化の保全 社会教育課

●上牧町内に点在する歴史・文化資源の掘り起こしと情報発信の充実に取り組みます。
●町民が歴史資産の価値や魅力を再認識し、郷土の誇りとして感じられるように、町民の共有財産として保全し、後世に受
け継ぐとともに、魅力の発信に取り組みます。
●史跡上牧久渡古墳群の整備及び教材化と文化財等の調査と活用研究を進めます。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ 片岡城跡をはじめとする文化財の活用に関する調査・研究 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　片岡城跡をはじめとする文化財などの調査と活用研究を進めていきま
す。

【実施内容・成果（R05）】
　片岡城跡については、文化財の発掘調査を行えていないのが現状です。
維持管理のため樹木消毒・剪定業務、草刈業務を実施しています。
　片岡城跡には位置の目印となる「のぼり旗」を設置していますが、令和
5年度は誘導案内看板を新しく設置を行い、下牧・畠田の両ルートから片
岡城跡を訪れるかたへの経路案内がより明瞭になりました。
　また、上牧町の未来を担う子どもたちの郷土愛を育むための取組の一環
として、町民と行政による児童図書協働制作を行い、町内在住の放送作家
の協力のもと、片岡城を題材とした児童図書制作を行いました。
　さらに、令和5年度から北葛城郡4町「すむ・奈良・ほっかつ事業」の一
環として、「御墳印帖プロジェクト」が始まりました。このプロジェクト
は、各町の御墳印対象史跡を訪れ、写真撮影を行い、各町指定の施設で写
真を見せることで、御墳印を購入することができるものとなっています。
　上牧町では史跡上牧久渡古墳群と片岡城跡の2箇所を御墳印の対象史跡
にすることで、町内外の多くのかたに片岡城跡へ足を運んでいただくこと
ができました。
　普及啓発においては、8月に奈良県コンベンションセンターで開催され
た「奈良の鉄道で巡るお城・再発見！2023」、10月には唐古・鍵遺跡史跡
公園で開催された「第12回おもしろ歴史フェスティバル」にブースを設置
し、来場者への案内を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・児童図書制作事業：1,518千円
・史跡＆遺跡巡り「御墳印帖」プロジェクト事業：330千円
・文化財保護事業：2,916千円

A

【今後の取組方針】
　維持管理のための樹木消毒・剪定作業や草刈業
務、眺望整備を継続的に実施していきます。
　また、令和6年度は片岡城跡の歴史的価値の把握
に努めながら、今後の保存活用の方向性を検討して
いくために、専門家や地域住民、上牧町議会議員、
ボランティア団体代表などの構成メンバーで「上牧
町片岡城跡活用検討委員会」を設置し検討を行って
いきます。
　町内の「歴史を学ぶ講座」やその他イベントなど
でも、積極的に啓発活動を進めていきます。
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